
「図工の種集め」
実践の手引き



自分らしい表現を追求する児童

表し方を考えたり工
夫して表したりする
のは苦手だな。

児童の実態自己決定を積み重ね、
自分らしい表現を追求
する楽しさを味わわせ
たい。

教師の願い

試す

共有した
ことを基に

共有する
見付けたことを

試す
思いのままに

広げる 深める

を繰り返しながら表現していく自己決定

図工の種集め

多様な表現方法に気付く

表現の手掛かりをつかむ
効果的な表し方を実感する

表現方法を選んで表す場面

二つの組立

（教師の意図的な指名や紹介）

構想する（下絵に表す）場面できそうなことを思い付く場面

三つの組立

自分らしい表現を追求できるようにするために
「図工の種集め」を設定しましょう

「図工の種集め」
とは？

共有の目的

「図工の種集め」
どのようにするの？

「図工の種集め」
いつ設定する？

自己決定したくても
手掛かりが何もないと
ころで行うということ
は難しいものです。
「図工の種集め」は、
自己決定していくため
の手掛かりをつかむ学
習活動です。

「図工の種集め」は
共有の仕方がポイント
です。多様な表現方法
に気付かせる(広げる)
共有か、効果的な表し
方を実感させる(深め
る)共有かを、意識して
行うことが大切です。

「図工の種集め」は
試す活動と共有する活
動、二つの活動で組み
立てられた一単位時間
の学習活動です。「広
げる」「深める」とい
う目的に応じて二つの
組立と三つの組立を使
い分けます。

児童が一生懸命考え
たり悩んだりする場面
で手掛かりがあると良
いですね。そのような
場面には左のように
「できそうなことを思
い付く場面」「構想す
る場面」「表現方法を
選んで表す場面」の三
つがあります。この三
つの場面の手前で「図
工の種集め」を設定し
手掛かりをつかませて
あげましょう。

いいこと考えた！

こんなことも
できそう！

自ら形や色、表現方法などを考え、自分らしい表現を追求する楽しさを感じてほしいと思いま
せんか？自己決定を促す手立て「図工の種集め」を使ってみませんか？

－ 資料1 －



「図工の種集め」 は、いつ行うの？

形を切り抜いた抜き型も
使ってみたよ。

走っている感じを出したい
から自分をもっと上に描こう。

はっぴがフワッとなった
感じを出したいな。試した
あの塗り方を使ってみると
よさそうだぞ。

児童が一生懸命悩んだり考えたりする場面

できそうなことを思い付く場面

表現方法を選んで表す場面

構想する（下絵に表す）場面

絵の完成

何色で塗ろうかな・・・ どうやって塗ろうかな・・・

どうやって描こうかな・・・ どのくらいの大きさにしようかな・・・

何を描こうかな・・・

場面の手前

子どもたちが一
生懸命悩んだり考
えたりする場面に
は手掛かりをつか
んだ上で取り組ま
せてあげましょう。
そこで、「図工の
種集め」は、子ど
もたちが一生懸命
悩んだり考えたり
する三つの場面の
手前で設定しま
しょう。

場面の手前

場面の手前

色を変えてたくさん並べ
たら、楽しい海の中に見え
てきたよ。そうだ、魚の形
もつくろう。

すると・・・

－ 資料２ －



思
い
の
ま
ま
に
試
す
活
動
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け
た
こ
と
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図
工
の
種
集
め
」
を
基
に
表
す

つ
か
む

自分なりの表現方法を次々と発見し
ていきます。

抜き型を使う

型紙を使う

ローラーを
ポンポン
たたいて使う

〇表現方法や思い付いたこと
を自分の感覚で直接味わい
ながら思いのままに試す。

Ｃ児
表現方法ウ
〃 オ
〃 カ

の獲得

Ｂ児
表現方法イ
〃 エ

の獲得

Ａ児
表現方法ア
〃 イ
〃 ウ

の獲得

〇試した中で見付けた形や色、
表現方法などを共有する。

アイエ ウ オ カ

Ｂ児 Ａ児 Ｃ児
表現方法表現方法表現方法

・経験で得たものが整理され、
多様な表現方法に気付き知的
好奇心を高める。
・次の活動で活用できることを
知る。

広げる

「図工の種集め」後の表現
に見られる児童の姿

〇多様な表現方法に触れ、新
たな表現方法に挑戦したり
自分では気付かなかった工
夫を取り入れたりして主体
的に活動します。

〇体験を基に膨らませたイ
メージから、表したいものを
見付けていきます。

〇課題の提案
〇活動への動機付け

図工の種集め
二つの組立

児童が試す活動で表したものを示し
ながら黒板に整理していきます。
〇多様な表現方法に気付いていきます。
〇体験で得たことが整理されます。

抜き型

型紙

型紙

繰り返し
並べる

型を裏返し

置き方

ポンポンたたく

転がす

ローラー

重ねる

変える

色

共有したことの中から表現方法を選
んだり組み合わせたりして自己決定し
ていきます。

具体例
対 象 小学校２年生
題 材 「たのしく うつして」

（型紙版画）

できそうなことを思い付く場面
「広げる」ことを目的とした「図工の種集め」

〇表現方法や材料を生かしてできそうな
ことを思い付く場面の前に設定します。
〇多様な表現方法を知る（広げる）こと
を目的とします。
〇広げることを目的とした「図工の種集め」
は二つの組立にします。

〇型紙版画の紹介をします。
〇教師がステンシル版画を実演します。

「図工の種集め」スタート

その結果

・共有した表現方法を掲
示し、表現しながら振
り返ることができるよ
うにしましょう。

・試す時間を十分に確保
しましょう。
・児童がスムーズに動け
るように考えて場を設
定しましょう。

♢道具は４人で一セッ
ト。自然と友達の試
しに注目します。

♢ローラーは色分けし
た入れ物に戻すとず
っときれい。

♢試した作品は吊して
干します。干してい
る間に友達の作品を
見て、次の表現方法
のヒントを見付けて
いきます。

・掲示物を使い、道具や
手順について確認しま
しょう。

・意図的指名により、児
童の表現を取り上げま
しょう。

・表現方法を広げること
が目的です。ここでは、
多様な表現方法を提示
しましょう。

－ 資料３ －
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活
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工
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種
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基
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表
す

つ
か
む

自分なりの表し方を見付けていきます。〇表し方を工夫する際の視点に
沿って試す。

〇試した中で見付けた表し方を
共有する。

「図工の種集め」後の表現
に見られる児童の姿

〇形や色、表現方法などの
特徴を捉え、主体的に活
用する。

〇イメージを具体化する効
果的な方法を基に、表し
方を見付けていく。

〇課題の提案
〇活動への動機付け

図工の種集め
三つの組立

児童が試す活動で表したものを示し
ながら黒板に整理していきます。
〇効果的な表し方に気付いていきます。
〇体験で得たことが整理されます。

下書きに
入っても戸
惑わず、試
したポーズ、
大きさ、 位
置を基にし
ながら描き
始めます。

具体例
対 象 小学校４年生
題 材 「わすれられない あの時」

－運動会 あのしゅん間－

構想する（下絵に表す）場面
「深める」ことを目的とした「図工の種集め」

〇イメージを具体化して構想を練る場面の前
に設定します。
〇効果的な表し方を実感する（深める）こと
を目的とします。
〇深めることを目的とした「図工の種集め」
は三つの組立にします。

〇紙人形と短冊を使って、ポーズ、大き
さ、位置を考えようと提案します。

「図工の種集め」スタート

その結果
・「図工の種集め」で
決めた構図を大まか
に描き込んでから、
改めて友達のポーズ
を見て描くことを提
案しましょう。
・人物を描き終えたら
周りに何を描き込む
と良いかを考え、描
き足していくよう提
案しましょう。

・試す時間を十分に確保
しましょう。
・ポーズを取る児童、紙
人形を操作する児童と
役割を決めます。時間
を決めて役割を交代し
ます。
・黒い画用紙で短冊を作
り、一人に４本用意し
ます。

・何を試すのか、視点を
明確にしましょう。
・手順を示しましょう。
①ポーズを試す。
②大きさ、位置を試す。

共
有
し
た
こ
と
を
基
に

試
す
活
動

Ａ児なり
の工夫を
取り入れ
た表現

〇△□

Ｂ児なり
の工夫を
取り入れ
た表現

△☆□

Ｃ児なり
の工夫を
取り入れ
た表現

♢□〇

Ａ児なりの工夫 Ｂ児なりの工夫 Ｃ児なりの工夫

〇△□ △☆□ ♢□〇

・体験したことが整理され、自分の表
現に取り入れると効果的だと感じる
表し方に気付く。
・気付かなかった工夫を知り、表し方の
認識が深まる。

深める

〇共有したことを基に目的を持って
試す。

・自分では気付かなかった工夫を取り入
れ効果を実感する。

Ａ児
自分では気
付かなかっ
た工夫を取
り入れより
良くする。

Ｂ児
気付かなかっ
た工夫を取り
入れ、上手く
いかなかった
方法に再度挑
戦する。

Ｃ児

自分の表現
方法をより
良くする工
夫はあるか
見直す。

◎△□ ♢☆□ ♦□〇
斜めに置こう

友達ははみ出させよう

斜めに置く方法も
あったか

一部を
はみ出さ
せるのも
いいな

①紙人形を使
いポーズを考
える。

②短冊で囲い
大きさと位置
を考える。

効果的な表し方を取り入れて、
もう一度試し、効果を実感します。

・構想を深めることが目
的です。ここでは、効
果的な表し方をしてい
る児童の表現を提示し
ましょう。

空間を作っている 斜めに配置

・「競い合っている感じ
を出したくて斜めに置
いたんだね」など、表
したいことと、表し方
のつながりを視点に、
個別に声掛けをしま
しょう。
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多様な表現方法に気付かせる（広げる）「図工の種集め」は、「思いのままに試す」と
「見付けたことを共有する」の二つの組立です。では、三つの組立にするとどうでしょうか。
共有した後の児童は、多様な表現方法に気付き「あんなこともできそうだ」「いいこと考
えた」と知的好奇心が高まっている状態です。ここでもう一度試しを行ってしまうと児童の
知的好奇心は試しで満たされ、より良い表現に向けて絞り込む思考にシフトしてしまいます。
これでは行き過ぎです。「あんなことができそうだ」「これをやってみたい」と、表現の手
掛かりを持ち知的好奇心が高まった状態で作品づくりに向かわせることが、自己決定を繰り
返しながら表現する姿につながるのです。
一方、深めることを目的とした場合は、既に思いや願いをある程度持った状態ですから、
思いや願いに照らして構想を吟味することが大切になります。ですから、三つの組立にして
もう一度試しを行うことで構想が深まるのです。

「広げる」ことを目的とした時は三つの組立ではダメ？

共有で「広げる」ためには多様な表現方法を提
示し、「深める」ためには効果的な表し方を提示
します。
そのためには、「思いのままに試す活動」の中
で、提示する表現方法を見取っておく必要があり
ます。試している時に児童に問い掛けて活動を意
識させたり、後で提示できるようにデジタルカメ
ラで撮影したりしておくと良いでしょう。

紹介する表現はどうやって決めるの？

材料・道具の準備や場の設定は大変なことですが、図画工作の授業は準備が８割です。児
童に手掛かりをつかませるためにどのような試しが必要？材料や用具が幾つあると児童の活
動が保たれ、友達の表現に気付ける？どこに何を置いたら児童がスムーズに動けて友達の表
現にも目がいく？このようなことを考えて準備をしていくことで「先生教えて」から「先生
見付けたよ！」に変わっていくのです。題材に入る前に豊かに活動する児童の姿を具体的に
イメージして楽しみながら準備を進めましょう。

準備が大変。でもね、準備が８割です。

児童が自己決定を繰り返し
自分らしい表現を追求していくために

「先生これでいいですか」「先生、次はどうしたら
よいですか」そんな言葉が聞こえてくる時、子どもた
ちは表現する喜びを味わえているのだろうか・・・と
疑問に思ってしまいます。
教師は児童に表現を強いるのではなく、手掛かりを
つかませてあげる存在であるべきだと思います。児童
から「いいこと考えた」「あんなこともできそうだ」、
そんな言葉があふれる図画工作の授業にしていくため
に、ぜひ、「図工の種集め」を取り入れてみましょう。

－ 資料5 －



－ 資料６ －

【付録】題材「わすれられない あの時～運動会 あのしゅん間～」で使用した紙人形型
Ａ３判に拡大して使用してください。

正面 横


